


序 文

今日、私たちが暮らすこの地には、いまから何千年、何万年も前から先人た

ちが生活を続け、その中で積み重ねられた苦労や工夫によって、今の私たちの

生活が築きあげられています。今では大地に埋もれ、人知れず残されている埋

蔵文化財は、そのひとつひとつが先人たちの営みを私たちに教えてくれる貴重

な文化遺産です。

豊かさの実感と人生の充実感を求められている今日の社会では、発掘調査の

成果を、郷土の歴史を知る手がかりとして、また、先人の生活やそこで生み出

された文化を追体験する資料として活用していくことが大切です。

水都大垣の地におきまして、平成5年度から平成7年度にかけて、ソフトピ

アジャパン造成事業に伴い今宿遺跡の一部を発掘調査しました。調査では、弥

生時代後期から近・現代にいたる水田遺構や集落跡の一部を検出し、断続的で

はありますが生産の場としてこの地が活用されていたことが判明しました。ま

た、当時の水害の激しさを思い知らされる多量の砂の堆積や、環境に対応した

水田の工夫など当時の様子を勇講とさせる遺構を検出しました。

ここに、調査の結果をまとめ報告いたしますが、失った遺跡の内容を記録と

して後世に伝えるだけでなく、今の、そして将来の県民文化の形成に生かすこ

とが我々の責務であると考えます。

最後になりましたが、発掘調査及び整理・報告書作成にあたりましては、関

係諸機関、各位の温かい御理解と御協力をいただき感謝いたします。また、現

地における調査に際しましては、地元の方々に多大なる御協力を賜り、厚くお

礼申し上げます。

平成10年3月

財団法人岐阜県文化財保護センター

理事長篠田幸男
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1．本書は大垣市今宿六丁目に所在する今宿遺跡（遺跡番号21202-08572の発掘調査報告書である。

2．本調査はソフトピアジャパン造成事業に伴うもので、岐阜県土地開発公社から岐阜県教育委員会

が委託を受けた。発掘調査は財団法人岐阜県文化財保護センターが実施した。

3．発掘調査は、愛知学院大学故大参義一教授の指導のもとに、現地調査を平成5年度から平成7年

度、整理調査を平成8年度から平成9年度に実施した。

4．遺物の写真撮影は、木製品の一部と金属器を春日井が撮影し、それ以外の遺物は楠本真紀子（楠

華堂）に委託して行った。

5．本書の執筆分担は目次に示した他、文末にも付してその責を明らかとした。編集は春日井が行っ

たが、遺物観察表、出土土器個体数表及びそれに関連する図の作成は、稲川威、小塩康真（本セ

ンター調査員）の協力を得た。

6．水準測量、空中写真測量は、株式会社国際航業に委託して行った。

7．花粉分析、う．ラント・オパール分析、出土種子の同定、炭化材樹種同定、土器胎土分析は株式会

社パレオ・ラボに、図示した木製品の樹種同定（一部を除く）は株式会社吉田生物研究所に委託

して行った。また、出土した動物遺体・貝類の同定は千藤克彦（本センター調査員）による。

8．弥生時代後期から古墳時代中期の土器の編年観については赤塚次郎氏（財団法人愛知県埋蔵文化

財センター）から御教示をいただいた。また、中世の土器の編年観については小野木学（本セン

ター調査員)、石器の選別については佐野康雄、増子誠（本センター調査員）から助言を得た。

なお、石器の石材鑑定は藤岡比呂志（本センター調査員）の肉眼観察による。

9．発掘調査及び報告書の作成にあたって、次の方々や諸機関から御助言・御指導・御協力をいただ

いた。記して感謝の意を表する次第である。（敬称略・順不同）

赤塚次郎・阿部敬生・井川祥子・石野博信・泉拓良・伊藤憲司・伊藤安男・井上智博

入江正則・岩本光雄・内堀信雄・江浦洋・大熊厚志・海田能宏・加藤当芳朗・亀山隆

工楽善通・設楽博己・鈴木元・鈴木とよ江・鈴木敏則・高田康成・高橋学・高谷好一

辻苑学・寺沢薫・中井正幸・西田健彦・西山要一・野口哲也・野原宏司・八賀晋・原田幹

深津芳樹・古川久雄・真家和生・水野正好・村木誠・森勇一・矢田勝・山田昌久・横幕大祐

吉水康夫

大垣市三城地区連合自治会．（財)静岡県埋蔵文化財調査研究所・大垣市教育委員会

岐阜県警大垣警察署鑑識課

10.本文中の方位は、国土座標系の座標北を示している。

11．土層及び土器類の色調は、小山正忠・竹原秀雄1993『新版標準士色帖』日本色研事業株式会社

による。

12．調査記録及び出土品は、財団法人岐阜県文化財保護センターで保管している。
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第I章発掘調査の経過
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第1節調査に至る経過

r

難
一 一 ､

ソフトピアジャパン（j情報関連企業団地）の造成が計

画された大垣市今宿・加賀野地区には、当初遺跡は確認

されていなかった（岐阜県教委1990。しかし、広範囲

に及ぶ造成であったため大垣市教育委員会は、埋蔵文化

財の有無を確認する試掘調査を1992(平成4)年8月に実

施した。その結果、文化財保護法第57条の6第1項の規

定に基づく遺跡発見の通知（平成4年9月7日付け教文

第145号）を行い、遺跡名を「今宿遺跡」とした。

､〆、
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図1今宿遺跡の位置
その後、同年9月21日から大垣市教育委員会は遺跡の

内容を把握するため、調査対象面積約500nfの発掘調査を実施した。これは、遺物が出土した試掘調

査坑の1カ所を拡張したものであった。この調査では弥生土器・土師器をはじめ、柱根・銅雛など、

コンテナ約30箱に及ぶ遺物が出土し、中世の水田面も確認された（大垣市教育委員会1994)。

岐阜県教育委員会は大垣市教育委員会による発掘調査結果をふまえ、1993(平成5)年8月25-26日、

建設予定地全域に14カ所の試掘調査坑を設定し、遺跡範囲確認のための試掘調査を実施した。この結

果、造成予定地西側の地表面から約3m下に古墳時代の遺物包含層を確認したため、大垣市教育委員

会が実施した発掘調査区を含む8,495m'を調査対象範囲とし、同年10月26日、本センターに同遺跡の

発掘調査を委託した。

本センターは発掘調査に先立ち、同年10月28日から11月2日まで層位確認のための試掘調査を実施

した。試掘調査は岐阜県教育委員会が同年8月に実施した遺物が多く出土した試掘調査坑で行い、古

墳時代の遺物包含層を再確認した。また「中世の水田面」の可能性も考え、士層の観察と併せ、土壌

のう。ラント・オパール分析も実施した。

士層観察からは畦畔状の高まりは確認できず、実施したう°ラント・オパール分析においても、近世

頃と思われるII層と古墳時代の層と考えられるXⅢ層でイネのプラント・オパールが検出されただけ

であった。地形が北西から南東方向へ傾斜していることを考え合わせ、大垣市教育貝会が報告した中

世の水田面は発掘調査区の西端のごく限られた範囲であるか、発掘調査区から西側へと広がるものと

判断し、今回の調査対象からは外すことにした。なお、この調査では重機で掘削可能な地表下3m程

度の深さまでしか実施できず、それ以下の層については調査開始後の課題として残された。

こうした状況から事業者との協議を行い、遺構面を近世以降の水田遺構II層：堀田）・古墳時代

の水田遺構(XIII層)の2面、調査期間を1年5カ月[1995(平成7年3月末まで］とし、1993(平成

5)年11月29日から発掘調査を実施した。

ただし、課題として残された古墳時代の水田面より下層については、調査開始後に調査区外周の排

水溝や試掘調査によって確認することとし、その結果に基づき協議を行うことにした。（松野）

－1－



第2節調査の経過と方法

発掘調査範囲は、遺物が出土した試掘調査坑を中心に限定し、調査区内は国土座標上の南北方向を

基準とし、10m×10mに区画した。調査区画は東から西へA～I、北から南へ1～11と呼称した。調

査区画の呼称は、東北角の杭番号を用いた。

1993(平成5)年度の調査は、第1面II層）から開始し、重機により盛土及び現代の水田耕作士の

除去を行った後、近世以降の美濃地方西南部地域に特有の堀田と呼ばれる水田遺構を検出した。第1

面の調査は、調査期間の問題などから、平面プランの検出のみに止め、1994(平成6)年1月14日に、

空中写真測量を実施し終了した。

なお、調査区外周の排水溝壁面における土層観察により、Ⅳ層上面に植生の認められる層位を確認

した。また、プラント・オパール分析についてもXⅡI層の他、XII層でも多量のイネのう°ラントオパ

ールを検出し、古墳時代と思われる水田遺構の存在する可能性が高まった。

こうして植生の認められるⅣ層上面について遺構を確認するため、第1面(II層）を部分的に掘り

下げることとし、1994(平成6)年1月12日から作業を開始した。ⅡI層からは宋銭が3枚出土し、Ill層

～Ⅳ層で溝状の遺構を確認した。この後さらに地区を広げる中で多量の山茶碗・土師器Ⅱや宋銭が出

土し、平行して並ぶ溝状の遺構も確認した。111．Ⅳ層の状況如何によっては調査計画再考の必要もあ

り、1月27日より6カ所に2m×2mのサブトレンチを設定し、Ⅲ層とⅣ層の広がりを観察したとこ

ろ、調査区ほぼ全域に広がる安定した層位であることを確認した。

このため1994(平成6)年2月3日、事業者の岐阜県ソフトピアジャパン建設推進室及び・岐阜県土

地開発公社と岐阜県教育委員会及び本センターが今後の調査について協議を行い、調査面を第1面

(11層)、第2面(11l-Ⅳ層)、第3面(XI層)、第4面(XIII層）の4面とし、調査期間は当初予定

より1年繰り下げ、1997（平成8）年3月末まで行うこととした。ただし、この時点では確認できて

いないXⅣ層以下の調査についても、再度協議の場を持つこととした。

第2面(Ill.Ⅳ層）の調査は、1月14日から開始した。II層及びⅢ層の一部は人力により除去し、

第1面と同様に調査期間の問題から平面プランの検出を中心に調査を行い、6月29日空中写真測量を

実施し終了した。

また、第3面(XI層）の調査に際し、7月～9月にかけて重機による排水用調査区外周溝の掘り

下げとⅣ層からX層の除去、そしてXI層調査のため調査区の南北方向に2本（幅1m×長さ80m、

幅1m×長さ60m、東西方向に1本（幅2m×長さ70m)、合計3本のトレンチを掘削し、壁面の土

層観察を行なった。外周溝の掘り下げにあたっては壁面観察に加え、プラント・オパール分析を実施

した。その結果、XV層．XⅦ層・XX層にも水田遺構のある可能性が高まった。

なお、重機によるⅣ層からx層の除去に先立ち、調査区の一部でⅧ層のトレンチ調査を実施した。

これは、1993(平成5年10月～11月の試掘調査において遺物が出土したため、遺構面を確認するため

の調査である。調査区全体で実施した3本のトレンチ壁面の土層観察からは、Ⅷ層が調査区全体に広

がるものの遺物はほとんど出土しなかったため、遺物が出土した試掘坑南側に東西方向の2m×20m

のトレンチを3m間隔で3本設定した。調査の結果、土師器が数点出土したのみで、遺構の確認もで

きなかったことから、試掘時に出土した遺物は局地的なものと判断しⅧ層トレンチ調査を終了した。
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第3面(XI層)の遺構検出は、重機による堆積土除去と並行して8月3日から開始し、まず、大畦

畔の検出に取りかかった。大畦畔検出後、大区画内を細分する小畦畔の検出に取りかかると、調査区

全体でヒトの足跡が検出でき、広範囲に1m前後の間隔で列状に並ぶ足跡も確認できた。大部分の足

跡は細かい砂で埋められ、足の形も明確ではなかったため、一部分を除いて平面プランの検出に止め

た。すべての足跡を検出したのち、列状に並ぶ足跡の一部について11月11日、空中写真測量を実施し

た。なお、足跡を検出した第3面(XI層)では明瞭には小畦畔を検出できなかったが、その下のXII

層においては、断面観察により確認が容易であったことから、XII層を第4面とし、足跡の記録後第

4面(XII層)の水田遺構検出に移行した。第3面の空中写真測量を行なった部分については12月10日

の現地説明会で公開したのちに検出を開始し、12月22日の空中写真測量をもって第4面を終了した。

1995(平成7)年1月9日から第5面(XIII層)の検出に先立ち大畦畔の断割とトレンチ調査を開始し

た。大畦畔の断割は、12カ所に設定し、トレンチ調査は第3面(XI層上面)で実施した3本のトレン

チを掘り下げ、それぞれで土層の観察を行った。また、2月14日から第5面の遺構検出に取りかかり、

6月16日、空中写真測量をもって第5面を終了した。

なお、1995(平成7)年3月には、1994(平成6)年7～9月にかけての排水用調査区外周溝と2度に

わたる3本のトレンチ壁面観察および、プラントオパール分析の結果から、第6面(XV層）・第7

面xⅦ層）・第8面(XX層）に水田遺構が存在する可能性が極めて高くなったため、岐阜県土地

開発公社と再度協議を行い、予定期間内にこれらの遺構面についても調査を実施することとなった。

第6面(XV層）の調査は1995平成7年6月19日から、第7面(XⅦ層)の調査は10月20日から、

第8面(XX層）の調査は1996平成8)年2月28日から開始し、それぞれ空中写真測量をもって終

了した。なお、各遺構面の調査に先立ち、トレンチ調査による土層確認及びプラント・オパール分析

を行い、水田遺構の面的な広がりを確認した上で調査を実施した。また、第6面から第8面の調査で

は、湧水が激しくなり、遺構の検出作業は非常に困難であった。

現地調査は、3月22日の現場撤収をもって終了した。

整理調査については平成6年度から出土遺物の1次整理作業を現場事務所において行い、平成8年

度からは当センターの穂積整理所において1次整理作業から報告書作成作業までを実施した。

なお、発掘調査の体制は以下のとおりである。（松野・春日井）

［財岐阜県文化財保護センター調査部］

調査部長江木洋治(平成5～6年度)、臼井進(平成7～8年度)、山元敏治(平成9年度）

調査部次長北洞勝臣(平成7年度)、小木曽文和(平成8年度)、高橋幸仁(平成9年度）

担当調査課長北洞勝臣(平成5～6年度)、中島康夫(平成7～8年度)、柘植卓伸(平成9年度）

担当調査員加藤栄二(平成5年度)、小谷和彦(平成5年度)、松野晶信(平成5～6，8年度)、

藤田英博(平成5年度)、片桐隆彦(平成7年度)、小塩康真(平成7年度)、春日井

恒(平成6～9年度）

現地作業従事者浅井玲子､秋山弘子､安達力造､安藤征二､安藤弘子､安藤正治､安藤正実､伊藤雅美、

稲川丈栄､稲葉省吾､今永美砂子､内田誠､姥原日吉､大石智津子､大谷花枝､大谷仁

志､大平晃嗣､岡田ふ志子､小川江美子､小川文恵､奥田辰義､奥田貴､小倉幸子､小栗

敦子､梶間尚美､金森幸子､加納義司､河村節子､北嶋義郁､木村延行､木村豊､桐山信
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子､桐山もと枝､国枝みどり、栗田あけみ､小林恒康､小平孝行､小平智恵子､小平ゆ

き､子安なつえ､酒井正信､坂田収､三摩美佐江､清水さつき､清水正利､白木勝一､杉

山智子､説田紀美子､高木妙子､高田英里､高田佳代子､高田清人､高田美穂子､高田

裕司､高橋直美､高橋真弓､竹中敦､辰巳幸枝､田中平吉､棚橋朝子､棚橋絹代､棚橋孝

之､棚橋久子､棚橋よし子､田辺みつ子､谷口純一､谷村キヌ子､中石藤男､中島義信、

中野‘悦子､中村ふみ代､中山清子､西松ふさ子､橋本亜希子､林逸江､原章予､坂一市、

坂一義､番清､坂〈にゑ､坂三郎､坂弘司､坂光男、日置多喜子､尾藤一樹､日比野登美

子､広瀬鈴子､深津富貴子､藤原八重子､二村ちさと、古津かおり、古沢みよ子､堀心

也､堀敏治､前田晶､松村喜代治､三井三津子､宮内和人､森さかえ､森ひとみ､安田峰

子､山口義夫､山本靖子､横幕文子､吉田和弘､吉安静子､渡辺昭喜治

整理作業従事者浅野紀美代、今尾さち子、小木曽美智、小栗敦子、国井‘悦子、佐藤琴絵、清水明

美、進藤有美子、竹内恒子、棚瀬道子、棚橋朝子、棚橋絹代、武藤典子、森田政

子、薮下賀代子、和田恵利子

[調査日誌抄］

1993(平成5)年度

11月29日調査始め式実施。

12月6日発掘作業開始。

12月21日植生の認められるⅣ層上面の遺構を確認するため、H4,I4グリッド付近の掘り下げを開始。後に

遺構・遺物を検出したため調査区全体に調査対象を広げる。

1月14日第1面空中写真測量実施。

1月27日調査区におけるIll層．Ⅳ層の広がりを観察するために6グリッドに2m×2mの試掘調査坑を設定

し、掘り下げ開始。

1月31日CI区溝状遺構を検出。

2月16日指導調査員愛知学院大学大参義一教授による現地調査の指導。

2月17日重機による調査区南側の排水溝の掘削を開始し、あわせて、土層観察を実施。

2月22日重機によるII層の除去を開始。

2月25日トータルステーションを用いた遺物取り上げを開始。

3月18日平成5年度調査終了。

1994(平成6)年度

4月13日平成6年度調査開始。

4月21日土壌のサンフ･リングを行い、う°ラント・オパール分析を実施。

5月16日調査区南西隅で土層観察をするための試掘をする。Ⅲ層で山茶碗・士師器、Ⅶ～Ⅷ層、XI層で

土師器、xⅢ層以下で土師器もしくは、弥生土器が出土。

6月10日E7～E8区の短冊状遺構、C8区の東西溝、調査区南西地区の小区画水田遺構の掘り下げを開始。

G8区で溝状遺構が並ぶ。

6月23日土壌のう。ラント・オパール分析、花粉分析のためのサンフ°リングをA5区SD1711・A9区小区画
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6月29日

6月30日

7月26日

7月28日

8月4日

8月18日

8月31日

9月7日

9月8日

9月9日

9月22日

10月3日

10月4日

10月20日

10月25日

10月26日

10月28日

10月31日

11月11日

11月15日

11月22日

11月29日

12月7日

12月10日

12月13日

12月20日

12月22日

12月26日

1月5日

水田埋土・E3区東西溝・E7区南北溝・D8区東西溝で行う。

第2面空中写真測量実施。

第3面調査のため、バックフォーで調査区外周および調査区内に設定した3本のトレンチ掘削、

堆積士の除去を開始し、トレンチと外周壁面については士層観察をする。

大畦畔部分の土層剥ぎ取りを実施。

2m×20mのサブトレンチを3本設定し、Ⅷ層の調査開始。土師器が数点出土したのみ、遺構は確

認できなかった。

第4面XI層)大畦畔検出作業開始。

第4面(XI層)水田面検出作業開始。水田面にヒトの足跡多数検出。足跡は検出し次第、平面う°

ランを実測する。

大区画4IIIのヒトの足跡は良好に残っており、指の跡まではっきりしている。

調査区北側の排水溝壁面でXI層以下の土壌を採取し、プラント・オパール分析を実施。

大区画6IIIで検出したヒトの足跡は明確な形状ではないが､南北方向に一定間隔で列をなしている。

F4区土手上のⅧ層で土師器（高坪・妻など）がまとまって出土。

SM06III．SD02IIIの検出作業中、自然立木をSD02III両脇で検出。E2区の排水路土手として残し

た部分より木製品(鍬)が出土。

XII層小畦畔検出開始。静岡大学加藤芳朗名誉教授により土壌について指導。

指導調査員大参教授により、現地調査方法や足跡について指導。

調査区8カ所においてXI層とXII層の土壌を採取し､プラント・オパール分析、花粉分析を実施。

愛知県立明和高校森勇一教諭により、土壌中の昆虫遺体について指導。

大垣市教育委員会調査区の埋め戻し土を除去し、土層確認を開始。

G6区SD02Ⅳ脇から烏形木製品出土。

大妻女子大学真家和生講師､大阪文化財センター江浦洋氏･井上智博氏足跡･水田調査について指導。

第3面(XI層)の列状をなす足跡群の一部を空中写真測量実施。

岐阜県警大垣警察署鑑識課職員、足跡の石膏取りのため来訪。

大妻女子大学真家和生講師、足跡について指導。三重大学教授八賀晋教授、水田について指導。

奈良国立文化財研究所飛烏資料館工楽善通学芸室長、水田及び烏形木製品について指導。

記者発表を現地で実施。京都大学東南アジア研究センター高谷好一・海田能宏・古川久雄教授、

足跡から考えられる作業について指導。

現地説明会実施。合計500名の見学者来訪。

明治大学山田昌久講師、水田及び烏形木製品について指導。

第4面(XII層)小区画水田の検出終了。京都大学東南アジア研究センター高谷・古川教授、足跡

から考えられる作業について指導。天理大学置田雅昭・エドワードウォルター教授、同大学桑原

久男講師来訪。

第4面(XII層)空中写真測量実施。

静岡県埋蔵文化財調査研究所矢田勝氏、水田調査について指導。

第5面(XIII層)調査のため外周南排水溝及びH列トレンチの土層観察を開始。
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